
2010年度自己点検・評価報告書　執筆対象部局一覧
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1
教育目標等の具体的な表現
による明示 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2
「受入れ方針＝アドミッション・
ポリシー」に基づく入学試験の
実施・運用

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3
「学位授与の方針＝ディプロ
マ・ポリシー」に基づく学位授
与と質保証

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4
学位授与基準や審査基準の
具体的表現による明文化と公
表

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ○ ○ ★ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5
「教育課程編成・実施の方針
＝カリキュラム・ポリシー」に基
づく具体的なカリキュラム構成

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ★ ★ ★ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ★ ★ ★ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 適切な履修指導の実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7
入学前・入学時における入学
生に対する教育への配慮 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8
初年次教育の方針や取り組み
内容 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9
授与する単位の実質化への
方策 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ○ ○

10
授業評価アンケート結果の組
織的な活用 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ○ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ★

11
義務化されているFD活動への
具体的な取り組み ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ○ ★ ★ ★ ★ ○ ○ ★ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ★

12 シラバスの掲載内容の充実 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ○ ○ ★ ○ ○ ★ ★ ★ ○ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ○ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ○ ★ ○ ○ ○ ○ ○ ★ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ★

13
教員の教育業績に対する取り
扱い ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14
成績評価基準の厳格化・統一
化 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15
学生個人ごとの学習履歴や学
習成果の把握 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16
学科・専攻の目指す国際化と
取り組みの現状 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ○ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ○ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ○ ○ ★ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ★

17 入学定員数の管理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

18 収容定員数の管理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

19 収容定員数の管理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ★ ★ ★ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20
経済困窮者などのための支援
体制 ○

21 キャリア教育の充実 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

22
教員組織や教員の教育・研究
活動などの適切性 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ○ ○ ○ ○ ○ ★ ★ ★ ○ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ○ ○ ○ ○ ○ ○

23 専任教員1人あたりの学生数 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ★ ★ ★ ★ ★ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24 自己点検・評価活動の実態 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25
職員の能力開発（スタッフ・
ディベロップメント＝SD） ○

26
学生相談センターの人員・ス
ペース確保への対応 ★

27
図書館閲覧室の座席数不足
等への対応 ○

△ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ■ ■ △ ■ ■ △ ■ △ △ ■ ■ △ △ △
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※ 理工学専攻は、原則としてコース単位（基礎科学、化学、機能物質創成、生命科学、電気電子工学、機械創造、知能情報、マネジメントテクノロジー）で記述する。

［記号の意味］ ★：執筆必須項目かつ大学基準協会から勧告・助言を受け、改善状況について提出を求められている項目

○：執筆必須項目

■：現在運営上感じている重要な問題点・改善点を、1件以上執筆する部局

△：現在運営上感じている重要な問題点・改善点を、任意で執筆する部局

教育 総文国政経

そ　　の　　他
研　　究　　科学　　　　　部

専門職大学院

文 教育文 理工経済 経営 国マ 会計

現在運営上感じている重要な問題
点・改善点

経済 法 国政経
対象部局名 

入試・社会連携に 
関する事項を含む 


